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横尾小学校便

り 

令和６年度 第１7 号 R６.8.09（金） 

わくわく夢がある学校づくり 

＝ウェルビーイングの風を横尾小から＝  

         文責 校長 河野 正勝 

長崎原爆の日 

8 月 9 日、79 回目の「長崎原爆の日」を迎えま

した。原爆でお亡くなりになられた方々のご冥福

を祈る「祈りの一日」です。そして、原爆や戦争、

平和についてそれぞれ考える「平和を願う一日」

だと思います。 

横尾小でも「平和集会」を開きました。 

例年、1 学期に原爆資料館見学学習を行うなど

して平和学習を進めてきたことをまとめた5年生

の発表があります。その発表の様子は、次号でお

伝えします。他の学年も発達段階に応じて平和学

習を進めてきました。本たより第 15 号では、「被

爆体験講話を聞く会」についてお伝えしました。

3 年生は、横尾だんじり保存会川原会長さんから

7月に横尾での体験を話していただきました。 

平和集会では他にも「横尾小学校平和宣言」を 

全校で発表したり、「折り鶴」を歌ったりしました。 

 また、今年度新たに取り組んだ「平和メッセージ」

という活動もあります。一人一人が平和に関するメ

ッセージ（ことばや絵）をかいたカードを学年ごと

にまとめて、追悼平和祈念館に送り、掲示していた

だくとともに、10年間いつでも自分のカードを見る

ことができるように保管していただくというもの

です。その取組についての話もありました。 

 私の話では、現在、平和の祭典として行われてい

る「パリオリンピック」から、世界は本当に平和か

ということを考えてもらいました。平和と思う子供

もいれば、そうでないという子供もいると思いま

す。それでいいと思います。そのことについて、改

めて考えることが大切です。ロシアとウクライナ、

イスラエルとパレスチナのこと、未だに原爆の被害

で苦しんでいらっしゃる方がいることも伝えまし

た。また、皆さん、一人ひとりの心も平和であって

欲しいという話もしました。 

 最後は、この冒頭にも書いた平和や戦争について

考える一日、そして、原爆でお亡くなりになられた 

 

方々のご冥福を祈る「祈りの一日」にすること

を話して結びました。 

 
夏休みの折り返し地点 

7/21（月）の「1000 人ラジオ体操」からスター

トした横尾小の夏休みも今日で折り返しを迎え

ました。  

 

 

 

 

 

規則正しい生活をして、元気に過ごせています

か地域の方に「ワンストップ挨拶」はできていま

すか。「横尾小メディア宣言」は守れていますか。

宿題は順調に進められていますか。など、夏休み

の生活を振り返る一日にもしてほしいと思って

います。 

学校には、怪我や事故等の連絡も入っていませ

ん。これも、各ご家庭で子供たちをしっかり見て

いただいたり、7/20、7/27 に行われた夜間パトロ

ール（今年は例年より多くの横尾っ子が保護者の

方と一緒に参加していました。）に代表されるよ

うに保護者の方や地域の方が、横尾地区全体を見

守ってくださっているからだと感謝しています。

夏休み後半もどうぞよろしくお願いします。 

そして、今日、夏休みを振り返っての反省点は

当然改善する、良い点は継続して、夏休み後半も、

怪我なく、事故なく、事件なく、健康で楽しい夏

休みを過ごして欲しいと思っています。 

次の登校日は、8月 21 日（水）です。そのとき

に、元気な姿と笑顔を見せてほしいと思っていま

す。 

横尾小 HP、QR コードです → → 

本日午前中で 18,967 アクセスをいただ

いています。夏休み中もお時間があるとき

に見てください。 

 

 


